


一部の研究課題に関しては、「一部不十分」との評価でしたが、概ね「目標以上達成」、

「ほぼ目標通り」の評価を頂きました。委員の過半数が一部不十分と評価された課題は、

「マハタ・クエの種苗生産・養殖技術高度化技術開発」ですが、これは種苗の形態異常の

低減を目標とした抜本的な対策の実施を目標としており、この目標の達成が不十分であっ

たために「一部不十分」との評価になりました。この課題に関しては、引き続き後継事業

において解決を目指した取り組みを実施することとしています。 

 

２）技術の発展性 

すべての課題で、全体として、あるいは一部の中小課題に関して「発展性あり」の評

価を頂きました。 

 

３）技術移転・普及性の具体性 

多くの課題について、「技術移転の可能性あり」、もしくは「製品化・普及への具体

性あり」の評価を頂きました。これらに関しては、生産現場での展開を目指して、生産者

と連携した普及のための取り組みを進めることとします。技術情報として有効との評価が

多かった研究課題に関しては、関連する課題、あるいは今後の計画の中で、更に効果的な

成果となるように改善を行うこととします。 

 

４）今後の研究方向 

すべての研究課題で未完成技術の開発、未達成課題の完成を図るとの評価を頂き、評

価過程で頂いた委員の意見を参考として、効果的に研究活動を行い、技術の完成に努めま

す。 

 

 

 

 


